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1．序論 
 日本の国内市場は、人口の減少を背景に低い成長率
で推移し、将来的にも大きな成長は期待できない状況
にある。このため、日本企業が国際的な競争の中で生
き残るためには、海外市場に適した製品・サービスを
開発・提供していくことが求められている。 
 多くの企業が、この課題の解決策の一つとして「製
品のローカライゼーション（現地化）」に着目してい
る。国内で販売している価格の高い高機能・高性能な
製品をそのまま海外で販売しても現地のニーズに合
わないので、製品の仕様をそれぞれの国の顧客のニー
ズに合わせて変更することが必要となる。また、現地
の調達先やビジネス慣習に応じて生産・提供方法を変
更することも必要となる。 
 ローカライゼーションを成功させるためには、日本
人だけでは難しく、対象となる地域の生活や文化をよ
く知っている現地の人材を育成・活用することが重要
となる。また、日本の本社スタッフや日本から派遣さ
れる管理者・技術者には、現地のことをよく理解した
上で、自社のマネジメントについて指導・支援する能
力が求められる。 
このような人材の育成・活用の重要性については、
これまでも金(2012)、具(2013)、伊藤(2014)などの多
くの研究者によって指摘されているが[1]、どのよう
な能力を持ったどのような人材を育成すべきなのか、
どう育成・活用するのがよいのかについては、十分研
究されていない。 
 本研究では、製造業の製品開発プロセスを取り上げ、
品質保証の観点から、製品のローカライゼーションに
関わる組織・人とその役割、それぞれの役割を果たす
ために求められる能力、能力の育成方法を体系的に整
理し、ローカライゼーションの成功を支えるための人
材の育成・活用を論じるためのフレームワークを明ら
かにすることを試みる。 
 
 
 
 
２．ローカライゼーションのための製品開発プロセス 
 図１に、代表的なローカライゼーションのための製
品開発プロセスを示す。この図において、白抜きのブ
ロックは本社で行われるプロセスを、網掛けのブロッ
クは現地で行われるプロセスを示している。 
まず本社では、多くの国の市場を調査し、グローバ
ル市場のニーズを満たすことのできるベース製品の
企画と設計を行う。また、現地では、ベース製品の企
画と設計を踏まえ、現地市場の調査をもとに現地のニ
ーズに合ったローカライズ製品の企画と設計を行う。 
本社では、ベース製品を生産・提供するための新し
い生産システムの開発を行うとともに、グローバルに
調達、物流、販売・サービスを行うための体制の整備・
構築を進める。また、現地では、これらを受けて、そ
れぞれの国の状況を考慮して、生産準備、調達先の開
拓、物流、販売・サービスの準備を進める。 
実際に生産や販売・サービスがはじまると、品質トラ
ブルやクレーム・苦情などの品質情報が現地で得られ
るので、これらをもとに次の製品開発に取り組むこと
になる。 
 
図 1 製品のローカライゼーションにおける製品開発
プロセス 
 
 
 
  
３．ローカライゼーションのための人材の育成・活用 
に関するフレームワーク 
３．１ フレームワークの概要 
 図２にローカライゼーションのための人材の育
成・活用に関するレームワークの全体を示す。 
 左端のマトリックスでは、図１に沿って顧客価値を
創造する上で重要となる品質保証活動を縦軸に、人・
組織を横軸にとった上で両者の関係を整理すること
で、それぞれの人・組織が果たすべき役割を明確にし
ている。 
 中央のマトリックスでは、左のマトリックスで整理
した人・組織とその役割を縦軸に、役割を果たすため
に必要となる品質管理の能力を横軸にとった上で両
者の関係を整理することで、それぞれの組織・人に求
められる品質管理の能力を明らかにしている。 
 右端のマトリックスでは、品質管理の能力を縦軸に、
能力の育成方法を横軸にとった上で、両者の関係を整
理することで、整備すべき能力の育成方法を明らかに
している。 
 ３つのつながりのあるマトリックスを作ることで、
顧客価値創造のための品質保証活動、人・組織とその
役割、役割を果たす上で必要となる品質管理の能力、
能力の育成方法の関係を明示的に捉えることができ
るようになり、ローカライゼーションのための人材の
育成・活用についてマクロ的な視点から議論すること
ができるようになると考えられる。例えば、品質保証
活動に不具合が生じたときは、どの能力が足りないせ
いで不具合が生じたのか、その能力を向上させるため
にはどのような育成方法に力を入れたほうがいいの
かといったつながりを考慮した議論ができるように
なると考えられる。 
３．２ 品質保証活動と組織・人のマトリックス 
 図２の左端の「品質保証活動と組織・人のマトリッ
クス図」の縦軸には、図１のローカライゼーションの
ための製品開発プロセスを機能させ、顧客価値を創造
する上で重要となる品質保証活動を並べてある。これ
らの活動の整理に当たっては、品質保証ガイドブック
[2]を参考とした。結果の一部を表１に示す。 
品質保証活動と組織・人のマトリックスでは、表１
の品質保証活動ごとに、当該の活動を実践する上で主
体となる組織・人に●を、主体ではないが深く関わる
組織・人に○を付けた。 
図３は、顧客価値を創造する上での品質保証活動の
つながりが明確となるように、縦軸に図１の製品開発
プロセスを、横軸に組織・人をとった上で、上記のマ
トリックスをもとに、該当のセルに品質保証活動名を
書き込み、活動間のつながり（情報・物や支援の流れ）
を矢線で示したものである。 
表１ 品質保証上の重点活動（一部） 
 
 
プロセス 重要となる品質保証活動 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ市場調査 ・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ市場情報の収集と分析 
ﾍﾞｰｽ製品企画 ・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ顧客情報の収集と分析 
・ﾍﾞｰｽ製品の企画 
・ﾍﾞｰｽ製品に関するﾄｰﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝの企画 
現地市場調査 ・現地市場調査 
ﾛｰｶﾗｲｽﾞ製品企画 ・現地顧客情報の収集と分析 
・ﾛｰｶﾗｲｽﾞ製品の企画 
・ﾛｰｶﾗｲｽﾞ製品に関するﾄｰﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝの
企画 
図２ ローカライゼーションのための人材の育成・活用に関するフレームワーク 
  
３．３ 人・組織の役割と必要な能力のマトリックス 
 図４に「人・組織の役割と役割を果たすために必要
となる品質管理の能力のマトリックス」を示す。この
図の縦軸には、ローカライゼーションのための製品開
発プロセスで中核的な役割を果たす組織・人（技術開
発本部、生産技術本部、品質保証本部、現地技術開発
部、現地生産部、現地調達部、現地販売部）と、「品
質保証活動と組織・人のマトリックス」から読み取っ
たそれぞれの組織・人の役割を並べてある。例えば、
技術開発本部の役割としては、プラットフォーム設計
に関する役割に加えて、ローカライズ製品設計の支援
に関する役割が列挙された。 
役割を果たすために必要となる品質管理の能力に
ついては文献[3][4][5]を参考にした。これらの能力
は、大きく、a) 品質保証活動の実践に必要な能力、
b) 問題解決・課題達成に必要な能力、c) 全社的な TQM
の推進に関する能力の３つに区分されている。役割を
果たす上で必要となる能力かどうかという観点から
●○をつけた。b)および c)の能力については、ほとん
どの部門において必要とされている。他方、a)の能力
については、組織・人によって求められるレベルが異
なっている。 
３．４ローカライゼーションにおける役割を果たすた
めに必要な能力をつける育成方法 
人材を育成するためには、目指すべき人材像を踏まえ
た教育プログラムを確立し、実践することが重要であ
る。この教育プログラムには、品質保証全般の知識と、
育成対象者が持っている潜在的能力を引き出させる
ための教育・訓練が盛り込まれている必要がある。[7]
人材育成の実施方法は、表3.6に示したOJT(On the Job 
Training),Off-JT(Off the Job Training)と SD(Self 
Development)の３つに大きく分けられる。 
 図２の右端の「必要な能力と育成方法のマトリック
ス」では、縦軸に図３の横軸の品質管理能力を、横軸
の人材育成の方法をとってある。人材育成方法につい
ては、OJT(On the Job Training)、Off-JT(Off the Job 
Training)、SD(Self Development)の３つに分けた。
各能力の育成に有効かどうかという観点から●○を
付けた。 
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図３ 役割のフロー図 
  
４．考察 
図２のフレームワークの一つの活用方法としては、
a) ローカライゼーションにおける成功・失敗、b) 品
質保証活動の実践レベル、c) 各組織・人の品質管理
に関する能力レベル、d) 人材育成方法の状況に関す
る情報を集めた上で、相互の関係をこのフレークワー
クに沿って分析し、強化をはかるべき領域を明らかに
することが考えられる。 
また、このフレームワークをもとに多くの企業におけ
るローカライゼーションの状況を調査研究し、ローカ
ライゼーションにおける現状と課題を明らかにする
上でも役立つと考えられる。 
５．結論と今後の課題 
 本研究では、製品のローカライゼーションに焦点を
絞り、顧客価値を創造する上で重要となる品質保証活
動、それらの活動を担う組織・部門とその役割、役割
を果たすために必要な品質管理の能力、その育成のた
めの方法のつながりを３つのマトリックスを用いて
体系的に整理することで、ローカライゼーションのた
めの人材の育成・活用のフレームワークを構築した。
このフレームワークは、ローカライゼーションのため
の人材の育成。活用に関する様々な側面の関連性を目
に見える形に整理したものであり、これらの相互関係
を議論する上で役立つと考えられる。 
 今後の課題としては、ローカライゼーションにおけ
る成功・失敗、 品質保証活動の実践レベル、各組織・
人の品質管理に関する能力レベル、人材育成方法の状
況をそれぞれ定量的に評価するための尺度を開発す
ること、これらを用いて実際の企業へのアンケート調
査やヒアリングを行いローカライゼーションにおけ
る現状と課題を明らかにすること、得られた結果をも
とにローカライゼーションのための人材の育成・活用
に関するより詳細なモデルを構築することなどが残
されている。 
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組織 活動
本社におけるローカ
ライズ製品企画
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グローバル物流 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現地におけるローカ
ライズ製品設計
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現地におけるアフ
ターサービス
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生産部 現地における生産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
調達部 現地における調達 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現地における市場調
査
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図４ 人・組織の役割と品質管理の能力 
